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毎年胃集団検診の通知がわれわれのところにもきて，
多くの方が検診をうけていると思うが，受診率は必ずし
も高くないので，この誌上をかりて胃集検の意義を紹介
しておく。
わが国における癌対策の一つに胃集検が取り入れられ
るようになったのは，胸部のレントゲン間接撮影が肺結
核の集団検診に用いられて，その早期発見に役立ち，死
亡率を低下させることに大きく貢献したことがその理由
の一つである。肺疾患の発見に役立つなら胃のレントゲ
ン間接撮影もまた成り立ってもよいであろうという考え
から，多くの先達の努力がみのり，現在では胃集検が胃
癌早期発見の適切な方法であることが，一般に認識さ
れ，広く行なわれるようになった。
胃集検の実際
胃集検は病院の外来において患者を診察するのと違っ
て，異常者をもれなく拾い出すこと(スクリーニング)
と， pick upされた者につき精密検査を行ない，確定診
断を下すことのこ段階があり，その実施に際しては，検
査場所，対象集団などによって，いろいろの制約があ
る。したがって，外来で行なわれる診断技術がそのまま
集検に適用できるとは限らず，多くの問題点があるロ日
本大学有賀塊三教授らが提唱して胃集団検診学会もでき
て，毎年活発に討論が行なわれており，最近になってそ
の実施方式もほぼきまり，対象範囲も年々拡大され，年
間約 300万人もの受診者をかぞえるようになった。
その実際は， 40才以上の人を対象とじ，職場検診と地
域検診に大別され， レントゲン車(検診車)が職場また
は地域に出向き，まず第一次スクリーニングとして間接
撮影を行ない，要精検者一一一般に 20'"'-'30%の要精検
者が出る一ーを拾いあげ，この要精検者について，病院
において精密検査を行ない，胃癌そのほかの胃疾患を早
期に発見しようとするものである。
胃癌診断の現況
胃癌診断の現況はこの 10数年の聞に大きく進歩した。
胃集検もその一つであるが， くわしく言えば X線診断，
勢千葉大学医学部第一外科学教室
内視鏡検査，生検，細胞診と各分野で著しく進歩した。 
X線検査で、は二重造影法の導入，内視鏡検査では胃カメ
ラについで，胃ファイパースコープの普及発達，それに
ともない直視下生検，細胞診も行なわれるようになり，
確診の手がかりが得られるようになった。その結果，早
期胃癌がどんどん発見されるようになった。胃癌研究
会，日本内視鏡学会で早期胃癌(粘膜ないし粘膜下層癌)
の概念の確立があってから，すでに 10年の年月が経過
した現在では，早期胃癌は多くの施設でかなり高率に発
見され，早期胃癌の胃切除例も多数報告されるようにな
り，また胃癌の病理組織学的研究も盛んとなって，その
組織発生も解明されつつある。
しかしながら，日常外来を訪れる，なんらかの愁訴の
ある胃癌の患者では，相変らず，進行した症例が多く，
手術をしてもその予後は必ずしも芳しくない。胃癌の場
合でも大分前から言われていることであるが，早期発
見，早期治療がその予後を良くする唯一の方法である。
その証拠として，胃癌の胃壁への深達度と胃切除後 5年
生存率との関係を病理組織学的に検索してみると，早期
胃癌では 5年生存率 88%，固有筋層までの深達度のもの
では 65%，紫膜下層までが 39%，紫膜へ癌が露出してい
るものでは 15%となり，癌が胃壁に深く浸潤するほど 
5年生存率は悪くなる。したがって，胃集検のねらいも
ここにあり，つとめて早期胃癌を発見するように努力が
払われている。
胃集検の全国集計は，昭和 43年度の統計によると，

約 250万人が集検をうけており，発見胃癌は 0.3%であ

り，そのうちの 0.05%が早期胃癌である。その後，年と

ともに次第に増加しているロしたがって，胃集検を続け

ていけば，胃癌死亡率の低下は自に見えているといって

よい。また胃癌と同時に発見される潰凄，ポリープなど

の良性疾患に対しても適切な治療，指導も行なわれてい

る。
われわれの胃集検の成績
千葉県対がん協会，千葉県予防課で行なった胃集検で
発見した胃癌のうち当教室に入院した症例ならびに館山
医師会が行なった胃集検の発見胃癌は総計 153例におよ
び，そのうち早期胃癌は 62例， 40.5%になり，一般胃
癌のうち早期胃癌の占める頻度は高率である。このうち
手術を施行した症例は 147例であり，うち胃切除を施行
しえた症例は 136例，切除率 91.8%で，一般胃癌の切除
率 70%に比し， 当然ながら高率であるロこれは早期胃
癌ないし準早期胃癌が多数含まれているためである。反
面，集検発見胃癌は無症状の場合が多く，胃癌と診断し
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ても容易に手術に同意せず，説得に手周どることが多
い。この点は，なお一層の啓蒙運動の必要性がある。
つぎに胃切除例の遠隔成績を調査できる段階になった
ので，その成績にふれると， 3年生存率 71.4%， 5年生
存率も同じく 71.4%となっており， 5年生存例はまだ少
数例ではあるが， 3年生存できれば， 5年生きられると
いうことになっている。対照として，教室の一般胃癌の
生存率と比較すると， 3年， 5年生存率それぞれ 44.3%， 
39.5%であり，集検発見群の生存率の方がはるかに高率
である。また 5年以上生存している症例は 10例あるが，
うち 9例は早期胃癌であり，そのうち 2例は術後 7年， 
6年 7ヵ月に死亡した。死因は残胃再発および心筋梗塞
であり，他の 8例は生存している。
このように胃集検の意義は胃切除例の遠隔成績の面よ
りみても一般胃癌に比し好成績であり，その意義は大き
い。したがって胃集検を適切に行なっていけば，胃癌の 
5年生存率が，子宮頚癌，乳癌などに近づけることがで
き，胃癌死亡率の低下も期待できるものと思われる。
これからの問題点
胃集検の意義はさきに述べた通りであるが，今後なお
多くの問題を残している。これらを具体的に示すと，つ
ぎのようなことなどである。 
1) 啓蒙運動の必要性
啓蒙についてはまだまだ不徹底であり， 40才以上の対
象人口に対し，胃集検を受けている者はまだ 5%以下で
あり，職場集検の場合はまだょいとして，地域集検では
一般住民に集検の意義をよく知らせる必要がある。 
2) 経済上の問題点
結核については結核予防法があるが，癌については癌
予防法などなく，経済的補助は少なく，集検をうけるの
は自由意志であり，その経費は国または地方自治体から
幾分は出ているが，なお自己負担もしている。検診車だ
けでも約 l千万円程度しており，そのほか医療器機，人
件費など公費にまたなければならないところが多い。 
3) 学問的，技術的の問題点
胃集検によってなるほど多くの胃癌が発見されている
が，たとえば第一次スクリーニングで万一見落されてし
まったら， どうにもならないことであり，この危怯lは常
に存在する。これには精度の向上が望まれることである
とともに多くの専門医，検査技師の養成と勉強にまつほ
かない。幸い胃癌の進展の具合は，全例ではないが，多
くの胃癌は早期胃癌の段階でかなり長い間とどまってい
ることが最近の内視鏡検査などで判明してきたので，毎
年一度必ず受診(遂年検診)しておれば，たとえ前年度
に異常なしとされでも次年度に要精検となれば大過な
いという慰めにもなっている。事実館山医師会での集検
成績では，遂年検診群の中から多数の早期胃癌が発見さ
れている。このことからも毎年一度は必ず胃集検をうけ
ることをおすすめしたい。
むすび
胃癌の早期発見に胃集検が有力な診断法になることに
つき，教室の胃集検発見胃癌をもとにして述べ，さらに
今後の問題点として，啓蒙運動の必要なこと，また第一
次スクリーニングの間接撮影の段階で見落される症例を
どうして，拾い上げるかが，今後に残された問題である
ことを強調した。
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